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高橋 美貴さん
（神明町）

ご

へ
い

な
か

じ

　

セ
ミ
コ
ン
タ
ク
ト
（
寸
止

め
）
は
、
直
接
打
撃
制
が
特

徴
の
極
真
空
手
が
平
成
３０
年

に
導
入
し
た
新
ル
ー
ル
だ
。

　

２
０
１
９
国
際
交
流
大

会
・
全
国
交
流
大
会
を
全
試

合
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
優
勝

し
た
高
橋
さ
ん
だ
が
、
そ
の

道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
「
け
が

で
試
合
か
ら
離
れ
て
い
た
時

期
や
勝
て
な
い
時
期
が
続
い

て
い
た
と
き
に
、
新
ル
ー
ル

の
大
会
が
始
ま
り
、
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
挑
戦
し
ま
し

た
。
で
も
昨
年
の
大
会
で
は

初
戦
敗
退
、
す
ご
く
悔
し
か

っ
た
で
す
。
今
年
は
家
族
や

師
範
、
先
輩
た
ち
の
応
援
の

お
か
げ
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
。

　

現
在
は
稽
古
を
続
け
な
が

ら
美
容
師
を
し
て
い
る
。
今

後
は
「
そ
の
時
々
に
や
り
た

い
こ
と
を
楽
し
み
た
い
。
美

容
院
で
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
の
も
う
れ
し
い
け

ど
、
い
ず
れ
は
空
手
を
教
え

る
立
場
で
、
自
分
に
し
か
な

い
知
識
を
子
ど
も
た
ち
に
教

え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、
指

導
者
の
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

７
月
１７
日
、
中
央
市
民
会

館
劇
場
で
「
音
楽
と
講
演
の

つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
・
青
少
年
非

行
化
防
止
」
強
化
月
間
で
あ

る
７
月
に
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
過
ち
を
犯

し
て
し
ま
っ
た
人
の
更
生
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
越
谷
消
防
音

楽
隊
が
息
の
合
っ
た

演
奏
を
披
露
し
、
講

演
で
は
、
法
務
省
の

コ
レ
ワ
ー
ク
東
日
本

室
長
の
高
野
さ
ん
が

刑
務
所
出
所
者
等
の

就
労
支
援
の
取
り
組

み
を
説
明
。
参
加
者

は
関
心
深
く
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
２０
日
・
２１
日
、
イ
オ

ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
た
１
年
前
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
競
技
体
験
ブ
ー

ス
や
、
埼
玉
ゆ
か
り
の
ア
ス

リ
ー
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど

が
開
か
れ
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を
記
念
し
た
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
登
壇
し
た
上
田

清
司
知
事
は
「
埼
玉

は
東
京
を
除
け
ば
一

番
多
い
、
４
つ
の
競

技
の
会
場
に
な
っ
て

い
る
。
大
会
が
成
功

を
収
め
る
よ
う
、
皆

さ
ん
に
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

犯
罪
な
ど
か
ら
の
立
ち
直
り
を
支
え
、考
え
る
つ
ど
い

演奏に手話の歌詞を合わせる場面もありました

　

７
月
１４
日
、
下
間
久
里
に

あ
る
香
取
神
社
で
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
「
下
間
久

里
の
獅
子
舞
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

４
２
５
年
の
歴
史
を
誇
る

こ
の
行
事
は
、
下
間
久
里
獅

子
舞
連
中
に
よ
っ
て
保
存
・

継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

県
東
部
、
千
葉
県
西
部
の
獅

子
舞
行
事
の
源
流
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
御
幣
を

持
っ
た
太
夫
の
髙
橋

仲
次
さ
ん
を
先
頭

に
、
太
夫
獅
子
・
中

獅
子
・
女
獅
子
、
笛

の
奏
者
、
花
笠
衆
が

境
内
に
入
り
獅
子
舞

を
奉
納
。
舞
が
終
わ

る
と
一
行
は
神
社
を

出
発
し
、
地
区
内
の

家
々
を
訪
れ
家
内
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。

伝
統
を
今
に
受
け
継
ぐ
　
下
間
久
里
の
獅
子
舞

静かな雨音と笛の音色が重なり幻想的でした

埼玉で開催！　1年前イベント～Tokyo 2020 1 Year to Go！～

厄災払う伝統行事　今年は雨の中開催

安全で安心な地域社会の実現を目指して

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
思
い
を
つ
な
ぐ
2
日
間

令和元年（2019年）7月1日現在
人口　34万3,814人（前月比93人増）
世帯　15万4,650世帯（前月比149世帯増）

男　17万1,004人（前月比90人増）
女　17万2,810人（前月比3人増）

たかはし　 み　 き

教えて！ダイジ先生
　　～越谷のココが大事～
8月のテーマ：越谷市の文化人

■こしがやエフエム(86.8MHz)
　毎週月曜日　12:30～、17:30～

いきいき越谷
8月の内容：こしがや「プラス保育」幼稚園
■テレビ埼玉
　8月17日(土)　9:30～
■J:COM越谷・春日部
　8月19日(月)～25日(日)
　9:00～、20:00～（24日・25日は21:00～）

ラジオ広報番組 テレビ広報番組セレモニーでは東京大会への意気込みが語られました

ｖｏｌ．10

鴨せいろ
（手打ちそば　ふしみ）

 
 

 

　創業70年の地域に愛されたそば店の「鴨せい
ろ」。そばは自家製粉（石臼びき）の手打ちそばで、
国内産最高級品の「常陸秋そば」を使用していま
す。

こしがや愛されグルメ情報を配信中！

　こしがや愛されグルメホームページや
スマホアプリ「Instagram」、ラジオ「こ
しがやエフエム」（86.8MHz）で愛され
グルメの情報を配信中。ラジオは毎月第
2木曜日、午後6時5分ごろから！ 愛されグルメホームページ

鴨せいろ　1,200円（税込み）

店舗情報
営業時間
　11:00～15:30、
　17:00～21:00
　（ラストオーダーは各30分前）
定休日　　水曜日、
　　　　　木曜日（月1回）
所在地　　千間台西1-13-7
問合せ　　☎977-3311

極真会館 埼玉北越谷支部所
属。I.K.O.セミコンタクトルー
ル2019国際交流大会【組
手】18歳～34歳-55kg級女
子の部優勝・同全国交流大会
【組手】18歳～34歳女子の
部優勝

全国交流大会決勝で戦う高橋さん（右）

＊6月の交通事故608件　死者0　負傷者91人
＊6月の火災3件　救急出動回数1,280件

おすすめポイント
越谷は鴨が有名で、実家
でもよく鴨料理が出て、大
好きだったことを思い出し
ます。ぜひ食べてみてくだ
さい！

こしがやの未来を創る魅力宣伝大使
益若　つばさ　さん


